
　

今
年
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
生
誕
2
0

0
年
、
『
種
の
起
原
』
出
版
1
5

0
周
年
に
当
た
り
、
記
念
の
イ
ベ

ン
ト
や
出
版
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

内
井
惣
七
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
思

想
　

ー　
人
間
と
動
物
の
あ
い
だ
　

ー　
』。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
い
か
に
し
て
生
物

学
か
ら
神
を
追
放
し
、
人
間
と
動

物
を
つ
な
い
だ
の
か
。
ビ
ー
グ
ル

号
で
の
ラ
イ
エ
ル
の
書
物
と
の
遭

遇
、
南
米
で
の
地
質
学
的
観
察
、

そ
し
て
帰
国
後
の
思
索
の
歩
み
を

じ
っ
く
り
と
た
ど
り
ま
す
。
自
然

淘
汰
や
種
の
分
岐
、
さ
ら
に
道
徳

の
進
化
に
つ
い
て
、
明
快
に
説
き

ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。
ラ
イ
エ
ル
、

ウ
ォ
レ
ス
、
ハ
ク
ス
リ
ー
な
ど
、

同
時
代
人
と
の
根
本
的
な
違
い
も

明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン『
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
「
種
の
起
源
」』。「
進

化
論
」
を
高
度
な
理
論
に
ま
で
高

め
た
画
期
的
な
書
『
種
の
起
源
』

誕
生
の
経
緯
か
ら
、
出
版
当
時
ど

の
よ
う
な
称
賛
と
批
判
を
受
け
、

さ
ら
に
今
日
に
至
る
ま
で
名
著
と

し
て
輝
き
を
放
ち
続
け
て
い
る
の

か
を
、
分
か
り
や
す
く
解
き
明
か

し
ま
す
。

エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
デ
ズ
モ
ン
ド

（
他
）『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
信
じ
た
道
　

ー　

進
化
論
に
隠
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ー
　

』。
科
学
史
上
最
も
重
要
な
発

見
の
一
つ
で
あ
る
「
進
化
論
」
は

世
界
を
揺
る
が
し
ま
し
た
。
そ
の

進
化
論
の
背
景
に
は
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
奴
隷
制
に
対
す
る
激
し
い
憤

り
と
奴
隷
制
度
撲
滅
へ
の
熱
い
情

熱
が
あ
っ
た
こ
と
を
多
く
の
資
料
、

書
簡
や
ノ
ー
ト
か
ら
論
証
し
た
の

が
本
書
で
す
。
ち
な
み
に
奴
隷
解

放
の
父
と
呼
ば
れ
た
リ
ン
カ
ー
ン

も
1
8
0
9
年
2
月
12
日
生
ま
れ

で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
同
じ
誕
生
日
で

す
。で

は
、
こ
の
有
名
な
著
作
を
実

際
に
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
に

は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン

『
種
の
起
原
　

ー　
原
著
第
6
版
』
を
。

1
8
5
9
年
の
初
版
刊
行
以
来
、

各
方
面
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
批
判

や
反
論
に
応
え
る
形
で
改
訂
を
重

ね
、
最
後
に
著
さ
れ
た
第
6
版

（
1
8
7
2
年
）
の
全
訳
で
す
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン

ヒガラ（シジュウカラ科）
シジュウカラより小さく、ネクタ
イ模様が無い。山地の針葉樹があ
る林の上部を好む。
秋冬は低地でも見られる。
「ツーツーツー、チィー」と鳴く。 
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※　　が休館日です

火～金曜日……………10：00～19：00
土・日曜日、祝・休…10：00～17：00

開館時間

 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31

土岐市社会福祉大会 土岐市老人福祉大会

と
う
　

た

No.79

読
書
の
小
径

こ
み
ち

図
書
館
だ
よ
り

広報とき　2009.11.15
5

●
楽
し
い
絵
手
紙
教
室

・
日
時　

12
月
6
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
（
雨
天
実
施
）

・
内
容　

自
然
を
題
材
に
し
て
絵
手
紙
を
作
る
。

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

●
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

・
日
時　

12
月
20
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

・
内
容　

冬
の
野
鳥
観
察

※
参
加
は
自
由

★
陶
史
の
森
の
催
し
は
、
お
一
人
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
低
学
年
児
童
は
、
親
子
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 陶

史
の
森　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー　
☎
○59　
5
1
4
4

陶
史
の
森
は
、
動
植
物
を
保
護
し
て
い
ま
す
。
山
野
草
や
ミ

ズ
ゴ
ケ
な
ど
を
絶
対
に
採
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
陶
史
の
森
お
よ

び
せ
せ
ら
ぎ
公
園
へ
の
ペ
ッ
ト
連
れ
で
の
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

催
し
物
だ
よ
り

催
し
物
だ
よ
り

催
し
物
だ
よ
り

お　
願　
い
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